
厚生労働省は2025年4月1日に「令和7年度医療施設等経営強化緊急支援事業の実施」について情報を
更新し、実施要綱等が令和7年度版に差し変わりました。厚労省のホームページはこちら。
【実施要綱等】も最新版に更新されておりますので、あとは都道府県の募集開始待ちの状態です。

そこで選択肢に入れたいのが「チーム医療・生産性向上」を実現するクラウドシステムの導入です。
「こみゅりんく」を運営するプレアデスセブン社が開発した　　　　　　　※ここりんくとは？WEB
施設基準の管理・ベッドコントロール・相談記録の簡略化と分析・加算指導料の取得推移
などを見える化＆チーム共有して、病院経営の収益改善に直結するツールです。

　　　　　　は上記に該当します。各都道府県の受付開始前に、院内での予算配分が必要かと思います
ので、速やかに「お見積」をご用意いたします。お気軽にメーカー・代理店までお問合せ下さい。

Q.月刊こみゅりんくとは？

こみゅりんく
Gekkan 　ommLink

https://www.pleiades7.co.jp/

続報 国の緊急支援を活用してＤＸ

医療施設等経営強化
緊急支援事業を活用

2025

月刊

Q.月刊こみゅりんくとは？
ここりんく開発元㈱プレアデスセブンが主催する
病院経営改善オンライン講座「こみゅりんく」の
内容や、お役立ち情報をまとめた情報誌です。
講座の詳細は裏面に記載しています。
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厚生労働省のHPより一部抜粋
2025年4月1日時点

交付額
4万円/病床数

ここりんく導入費目安
100床：350万円
150床：450万円
200床：650万円

※ネットワーク構築・電子カルテ等連携費は含まず
※月間保守費は別途必要となります

 １．生産性向上・職場環境整備等支援事業
 
・限られた人員で効率的に業務を行う環境の整備費用
・業務の生産性を向上させ、職員の処遇改善につなげる
   ▶ＩＣＴ機器等の導入による業務効率化
 　  タブレット端末、ＷＥＢ会議設備等の
　   業務効率化に資する設備の導入

 ※事業の終期は令和８年３月31日まで延長予定

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_51451.html
https://cocolink.pleiades7.co.jp/


経営改善の実践的ノウハウを学ぶ“こみゅりんく”で 次の一手を！

連携室の仕事を可視化すること、情報収集しデータ化することの大切さを学びました。
当院ではベッドコントロール担当看護師と一緒に参加できたのが良かったです。
講座は、連携室職員だけでなく、経営層と一緒に参加したほうが良いと感じました。

講座参加者の声Aさん｜法人本部　連携推進担当　
データ集約による院内＆院外との情報共有についてやるべき事が明確になりました。
特に入退院経路分析では、相談件数に対してキャンセル件数の把握ができていないことに
気づかされました。いろいろなデータがある中で、いかに必要なデータを統合して、
検討・理解・共有することが大切なのかを学びました。

オンライン

日 時

方 法

費 用

5/13（火）16:00～

無料 ※人数制限なし

人口減少、病床機能の変革…
地域のニーズ＆自院の強み

を明確にして
地域連携強化と稼働UPを目指し
データに基づく戦術を学びます。

申込はこちら
PDF上でリンクに飛べます

Cさん｜連携室　ソーシャルワーカー　

テーマ：『集患』から『入院患者獲得』までの軌跡
大阪府最大の「一般病床・精神病床が共存した、認知症も診れる総合病院」藍野病院の地域医療連携センタ
ーでは、約300件/月を超える入院相談業務のデータベース化を図り、手書き・手入力で行っていた96帳票
の約70％を自動出力するなど大幅な『業務効率化』を実現しました。また、業務のデータベース化によっ
て可能となった『入院依頼（地域のニーズ）・入院依頼結果（院内の問題点）の可視化』から、どのように
『入院患者獲得までの道筋』を作ったのか？　その仕掛け人である梅本センター長の公開講座は必見です。

https://forms.gle/264d8bRabP6LUSWs8
https://forms.gle/264d8bRabP6LUSWs8

